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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料極，この燃料極の上に配置された電解質層，及びこの電解質層の上に配置された空
気極から構成されて積層された複数の単セルと、
　隣り合う前記単セルの間に配置された導電性材料からなるセパレータと、
　前記燃料極と前記セパレータとの間に配置された接続層と
　を少なくとも備え、
　前記接続層は、金属及び導電性を有する金属酸化物の少なくとも１つの粉体よりなる粉
体層を備え、
　前記粉体は、チタンと２価の元素とを少なくとも含む金属酸化物の粉体である
　ことを特徴とする固体酸化物形燃料電池。
【請求項２】
　請求項１記載の固体酸化物形燃料電池において、
　前記金属酸化物は、（Ｓｒ1-xＬａx）ＴｉＯ3及びＳｒ（Ｔｉ1-yＭy）Ｏ3の中より選択
されたものであり、
　前記Ｍは、Ｆｅ，Ｎｂ，Ｓｃ，及びＭｇの中より選択されたものである
　ことを特徴とする固体酸化物形燃料電池。
【請求項３】
　請求項１または２記載の固体酸化物形燃料電池において、
　前記接続層は、多層構造とされている
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　ことを特徴とする固体酸化物形燃料電池。
【請求項４】
　請求項３記載の固体酸化物形燃料電池において、
　前記接続層は、前記粉体層に加えて集電体の層を備える
　ことを特徴とする固体酸化物形燃料電池。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の固体酸化物形燃料電池において、
　前記粉体層は、前記粉体の焼結体から構成されたものである
　ことを特徴とする固体酸化物形燃料電池。
【請求項６】
　燃料極，この燃料極の上に配置された電解質層，及びこの電解質層の上に配置された空
気極から構成された単セルを形成する工程と、
　金属及び導電性を有する金属酸化物の少なくとも１つからなる粉体よりなる粉体層を有
機溶剤よりなる分散媒体に分散したペーストを、前記単セルの燃料極及びセパレータのい
ずれか一方に塗布してペースト層を形成する工程と、
　前記ペースト層を介して前記燃料極及び前記セパレータが対向するように前記単セル及
び前記セパレータを積層し、前記燃料極及び前記セパレータが前記ペースト層を介して接
続された状態とする工程と
　積層された前記単セル，前記ペースト層，及び前記セパレータを加熱して前記ペースト
層を焼結させて粉体層が形成され、前記燃料極及び前記セパレータが前記粉体層を含む接
続層を介して接続された状態とする工程と
　を少なくとも備え、
　前記粉体は、チタンと２価の元素とを少なくとも含む金属酸化物の粉体であることを特
徴とする固体酸化物形燃料電池の製造方法。
【請求項７】
　請求項６記載の固体酸化物形燃料電池の製造方法において、
　前記金属酸化物は、（Ｓｒ1-xＬａx）ＴｉＯ3及びＳｒ（Ｔｉ1-yＭy）Ｏ3の中より選択
されたものであり、
　前記Ｍは、Ｆｅ，Ｎｂ，Ｓｃ，及びＭｇの中より選択されたものである
　ことを特徴とする固体酸化物形燃料電池の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セラミックスなどの酸化物よりなる電解質層から構成された単セルを重ねて
用いる固体酸化物形燃料電池及びその製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、規模の大小にかかわらず高い効率が得られることから、次世代のコジェネレーシ
ョンシステムに用いられる発電手段として、燃料電池が注目されている。燃料電池は、酸
素などの酸化剤ガスと水素などの燃料ガスとの化学反応を利用した電池であり、燃料極と
空気極とが電解質を介して配置され、水素をはじめとする燃料を燃料極に供給し、空気を
はじめとする酸化剤を空気極に供給することにより発電を行う。燃料電池は、燃料極，電
解質，及び空気極よりなる一組のセル（単セル）で得られる電圧は、高々１Ｖ程度である
が、複数の単セルを重ね合わせて用いることで、所望とする電圧の供給が可能である。
【０００３】
　このような燃料電池には、高分子材料を電解質層に用いる固体高分子形や、セラミック
スなどの酸化物を電解質層に用いる固体酸化物形がある。この中で、固体酸化物形燃料電
池は、作動温度が～１０００℃と高温であり、発電効率が４５％以上と高いという特徴を
備えている。このため、複数の単セルを組み合わせたスタック構造の固体酸化物形燃料電
池は、タービン発電などを組み合わせてより高い効率のコジェネレーションシステムが構
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築できるという利点を有し、発電所としての用途などが期待されている。
【０００４】
　上述したような固体酸化物形燃料電池では、前述したように、実用上十分な発電電力を
得るために、複数個の単セルを接続して用いることが必要となる。このように、複数の単
セルを重ね合わせてスタック接続させるときは、各単セルの燃料極側に供給される燃料ガ
スと、空気極側に供給される酸化剤ガスとを分離し、各単セルの燃料極に燃料ガスを供給
し、空気極に酸化剤ガスを供給し、この状態で、各単セルが電気的に接続された状態とし
ている。このように燃料ガスと酸化剤ガスとの混合を防いだ状態で単セル間を電気的に接
続するために、伝導性が高い材料から構成されてガスが透過しないセパレータが用いられ
ている。
【０００５】
　固体酸化物形燃料電池では、動作温度が１０００℃と高温になるものあり、一般に、セ
パレータは、ランタンクロマイトなどの導電性を有するセラミックスから構成されている
。これに対し、近年、８００℃程度の温度でも発電動作が行える固体酸化物形燃料電池が
開発され、フェライト系ステンレス鋼など、より安価に用いることができる耐熱合金を主
体とするセパレータが利用できるようになっている。フェライト系ステンレス鋼などの耐
熱合金製のセパレータは、導電性セラミックスのセパレータに比較して安価であり、また
、加工性がよく、加えて電子伝導性が高いという利点を有している。
【０００６】
　ところで、セパレータを介して複数の単セルを接続する場合、単セルの反りと各極の表
面凹凸のために、電気的な接続に有効な接触面積が小さく、これを主要因とした単セルと
セパレータとの接触抵抗のために生じる発電損失が大きいという問題があった。
【０００７】
　この問題を解消するために、発明者らは、単セルとセパレータとの間の接続に関する検
討を進め、集電体を用いることで接触抵抗を低減することを提案している（特許文献１，
２参照）。また、特に空気極とセパレータ（インターコネクタ）との間に関しては、空気
極を構成する材料をエタノール及びトルエンなどの有機溶媒に混合したペーストを空気極
に塗布し、この塗布面にセパレータを接合し、これらを１４００～１５００℃で１～１０
時間熱処理することで、空気極とセパレータとを低コストで確実に接合する方法が提案さ
れている（特許文献３，非特許文献１参照）。また、発明者らは、ガラスフリットを添加
した導電性ペーストを塗布した状態で、空気極とセパレータとを接合する接続方法を提案
している（特許文献４参照）。
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－３２４０２４号公報
【特許文献２】特開２００６－３２４０２５号公報
【特許文献３】特許第２７７４２２７号公報
【特許文献４】特開２００６－１９０５９３号公報
【非特許文献１】K. Huang, et al., "Characterization of iron-based alloy intercon
nects for reduced temperature solid oxide fuel cells", Solid State Ionics, 129, 
pp.237-250, 2000.
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、燃料極が金属的電気伝導性を備えているという技術的な観点より、燃料極と
セパレータとの間の電気的な接続に関しては、空気極とセパレータとの間よりも問題にな
りにくいと考えられており、検討があまりされていなかった。実際には、燃料極とセパレ
ータとを直接接触させ、また、燃料極とセパレータとの間に変形可能とされている集電体
を配置する程度のことにより、燃料極とセパレータとを接続していた。
【００１０】
　しかしながら、燃料極とセパレータとの接続抵抗の低減も、重要な課題であることが明
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らかになってきた。一般に、固体酸化物形燃料電池の燃料電極は、Ｎｉとジルコニアの混
合体（サーメット）で構成されていることが多く、これは、電気伝導性セラミックスで構
成されている空気極よりも電気伝導性が大きい。従って、例えば、集電体を配置する程度
では、燃料極とセパレータとの接触抵抗があまり低減されない。このように、従来の技術
では、燃料極とセパレータとの間の電気抵抗を低減させることが容易ではないという問題
があった。
【００１１】
　本発明は、以上のような問題点を解消するためになされたものであり、燃料極とセパレ
ータとの間の電気抵抗をより低減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る固体酸化物形燃料電池は、燃料極，この燃料極の上に配置された電解質層
，及びこの電解質層の上に配置された空気極から構成されて積層された複数の単セルと、
隣り合う単セルの間に配置された導電性材料からなるセパレータと、燃料極とセパレータ
との間に配置された接続層とを少なくとも備え、接続層は、金属及び導電性を有する金属
酸化物の少なくとも１つの粉体よりなる粉体層を備えるようにしたものであり、粉体は、
チタンと２価の元素とを少なくとも含む金属酸化物の粉体である。
【００１３】
　上記固体酸化物形燃料電池において、金属酸化物は、（Ｓｒ1-xＬａx）ＴｉＯ3及びＳ
ｒ（Ｔｉ1-yＭy）Ｏ3の中より選択されたものであり、Ｍは、Ｆｅ，Ｎｂ，Ｓｃ，及びＭ
ｇの中より選択されたものであるとよい。また、上記固体酸化物形燃料電池において、接
続層は、多層構造とされていてもよい。例えば、接続層は、粉体層に加えて集電体の層を
備えていてもよい。
【００１４】
　上記固体酸化物形燃料電池において、粉体層は、粉体の焼結体から構成されたものであ
る。
【００１５】
　また、本発明に係る固体酸化物形燃料電池の製造方法は、まず、燃料極，この燃料極の
上に配置された電解質層，及びこの電解質層の上に配置された空気極から構成された単セ
ルを形成し、次に、金属及び導電性を有する金属酸化物の少なくとも１つからなる粉体よ
りなる粉体層を有機溶剤よりなる分散媒体に分散したペーストを、単セルの燃料極及びセ
パレータのいずれか一方に塗布してペースト層を形成し、次に、ペースト層を介して燃料
極及びセパレータが対向するように単セル及びセパレータを積層し、燃料極及びセパレー
タがペースト層を介して接続された状態とし、この後、積層された単セル，ペースト層，
及びセパレータを加熱してペースト層を焼結させて粉体層が形成され、燃料極及びセパレ
ータが粉体層を含む接続層を介して接続された状態とするようにしたものであり、粉体は
、チタンと２価の元素とを少なくとも含む金属酸化物の粉体である。金属酸化物は、（Ｓ
ｒ1-xＬａx）ＴｉＯ3及びＳｒ（Ｔｉ1-yＭy）Ｏ3の中より選択されたものであり、Ｍは、
Ｆｅ，Ｎｂ，Ｓｃ，及びＭｇの中より選択されたものであるとよい。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように、本発明によれば、単セルの燃料極とセパレータとが、金属及び導
電性を有する金属酸化物の少なくとも１つからなる粉体よりなる粉体層を含む接続層を介
して接続され、粉体は、チタンと２価の元素とを少なくとも含む金属酸化物の粉体とした
ので、燃料極とセパレータとの間の電気抵抗をより低減できるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について図を参照して説明する。図１は、本発明の実施の形
態における固体酸化物形燃料電池の構成を示す断面図である。図１では、固体酸化物形燃
料電池の部分断面図を示している。
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【００１８】
　本実施の形態における固体酸化物形燃料電池は、まず、燃料極１０２、電解質層１０３
、空気極１０４からなる複数の単セルを備える。また、単セルの間には、セパレータ１０
１が配置され、セパレータ１０１と燃料極１０２との間には、集電体層１０５及び電気伝
導性粉体層１０６を備える。なお、単セル及びセパレータ１０１は、平面視円形に形成さ
れている。本例では、集電体層１０５及び電気伝導性粉体層１０６から接続層を構成して
いる。また、セパレータ１０１の燃料極１０２の側には、燃料ガス流路１０１ａが設けら
れ、図示していないが、セパレータ１０１の燃料極１０２の側にも、酸化剤ガスの流路が
設けられている。これら各流路は、セパレータ１０１に形成された溝から構成されている
。
【００１９】
　図２に示すように、セパレータ１０１の燃料極１０２の側には、凹部２０１が設けられ
、凹部２０１内に単セルが収容されている。また、燃料ガス供給系のマニホールド２０２
に接続されている燃料ガス供給配管２０２より水素などの燃料ガスが導入され、導入され
た燃料ガスは、セパレータ１０１の内部に設けられた配管２０４を経由し、燃料極１０２
に供給される。また、燃料極１０２に対向しているセパレータ１０１の面に設けられた燃
料ガス流路１０１ａ（図２には示さず）により、導入された燃料ガスが、燃料極１０２の
全域により均一な状態で供給されるようになる。
【００２０】
　同様に、酸化ガス供給系のマニホールド２０５に接続されている酸化剤ガス供給配管２
０６により、空気などの酸化剤ガスが導入され、導入された酸化剤ガスは、セパレータ１
０１の内部に設けられた配管２０７を経由し、空気極１０４に供給される。また、空気極
１０４に対向しているセパレータ１０１の面に設けられた酸化剤ガス流路（不図示）によ
り、導入された燃料ガスが空気極１０４の全域に均一な状態で供給されるようになる。
【００２１】
　また、燃料ガスの排ガスは、燃料極１０２とセパレータ１０１との間に密閉された空間
から、セパレータ１０１の内部の設けられた配管２０８及び燃料ガス排気配管２０９を経
由し、排気系のマニホールド２１０に排気される。一方、酸化剤ガスの排ガスは、単セル
の側部とセパレータ１０１との間（隙間）より外部に排出される。なお、図２には、集電
体層１０５及び電気伝導性粉体層１０６は示していない。
【００２２】
　上記構成において、セパレータ１０１は、例えばクロムが１６～２５％程度含まれてい
るフェライト系合金などの耐熱合金から構成されていればよい。
【００２３】
　燃料極１０２は、例えば、ニッケル－イットリア安定化ジルコニアサーメット（Ｎｉ－
ＹＳＺ），ニッケル－スカンジア安定化ジルコニア（Ｎｉ－ＳｃＳＺ）などの、後述する
電解質層１０３を構成する酸化物材料に金属ニッケルが混合された電子伝導性を有する金
属－酸化物混合体（サーメット）、もしくは、白金などの貴金属より構成された、電子伝
導性を有する材料から構成されていればよい。
【００２４】
　電解質層１０３は、酸化スカンジウム（Ｓｃ2Ｏ3）及び酸化アルミニウム（Ａｌ2Ｏ3）
安定化ＺｒＯ2（ＳＡＳＺ），イットリア安定化ジルコニア（ＹＳＺ），スカンジア安定
化ジルコニア（ＳｃＳＺ），サマリア安定化ジルコニア（ＳＳＺ）などのジルコニア材料
や、コバルト及びマグネシウム添加ランタンガレート系酸化物（ＬＳＧＭＣ）などの電子
伝導性が小さく、酸素イオンの伝導特性が高いセラミックス材料から構成されていればよ
い。
【００２５】
　また、空気極１０４は、高温酸化雰囲気下で安定し、触媒性が高く、かつ高い電子伝導
性を有する材料から構成されていればよく、例えば、ランタンストロンチウムマンガネー
ト（（Ｌａ，Ｓｒ）ＭｎＯ3：ＬＳＭ），ランタンニッケルフェライト（Ｌａ（Ｎｉ，Ｆ
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ｅ）Ｏ3：ＬＮＦ），ランタンストロンチウムコバルタイト（（Ｌａ，Ｓｒ）ＣｏＯ3：Ｌ
ＳＣ），ランタンストロンチウムフェライト（（Ｌａ，Ｓｒ）ＦｅＯ3：ＬＳＦ），サマ
リウムストロンチウムコバルタイト（（Ｓｍ，Ｓｒ）ＣｏＯ3：ＳＳＣ）などの、電気導
電性を有する金属酸化物の焼結体から構成されたものであればよい。また、空気極１０４
は、銀や白金などの金属から構成されていてもよい。
【００２６】
　また、集電体層１０５は、白金，銀，金，パラジウム，イリジウム，ロジウムなどの金
属やフェライト系耐熱合金の細線からなるメッシュや不織布、エキスパンドメタル、また
、発泡金属から構成されていればよい。例えば、ニッケルの発泡体である発泡ニッケルを
配置して用いるようにしてもよい。
【００２７】
　また、図２では、燃料極１０２を支持基板とする燃料極支持型の単セルを例として説明
したが、これに限るものではない。例えば、図３に示すように、電解質層３０３を支持基
板とし、この一方の面に空気極３０４が形成され、他方の面に燃料極３０２が形成された
電解質支持型の単セルであっても同様である。
【００２８】
　本実施の形態では、上述した構成とした単セルの燃料極１０２とセパレータ１０１との
間に、集電体層１０５に加えて電気伝導性粉体層１０６を設けるようにしたところに特徴
がある。電気伝導性粉体層１０６について説明すると、電気伝導性粉体層１０６は、電気
導電性を備えた粉体（粉末）より構成されたものである。例えば、電気伝導性粉体層１０
６は、電気伝導性を備えた粉体の焼結体である。従って、電気伝導性粉体層１０６は、例
えば単セルとセパレータ１０１とを接続する製造過程において、塑性を備えた状態となっ
ている。
【００２９】
　このため、本実施の形態によれば、電気伝導性粉体層１０６を燃料極１０２とセパレー
タ１０１との間に設けることで、単セルの反り，セパレータ１０１の表面凹凸，及び燃料
極１０２の表面凹凸が、電気伝導性粉体層１０６により吸収される。この結果、セパレー
タ１０１と電気伝導性粉体層１０６との界面、及び燃料極１０２と電気伝導性粉体層１０
６との界面では、接触面積が増大し、接触抵抗が低減された状態となり、燃料極とセパレ
ータとの間の電気抵抗をより低減することが可能となる。また、電気伝導性粉体層１０６
は、粉体から構成しているので、粉体の各粒子間には空間が形成されて多孔体となってお
り、燃料ガスの流通を阻害することがない。
【００３０】
　ここで、固体酸化物形燃料電池における燃料極について説明すると、前述したように、
燃料極はニッケルを含んでおり、単セルを製造した初期の状態では、ＮｉＯの状態となっ
ている。この状態より、単セルを積層してスタックを形成して発電状態とすると、８００
℃程度の高温状態とされて燃料ガスが供給されることになり、ＮｉＯが還元されてＮｉに
戻る。このように、固体酸化物形燃料電池の燃料電極は、発電動作において高い電気伝導
性を備える状態となり、燃料電極とセパレータとは、金属－金属間の接触により電気的な
接続が形成されている。
【００３１】
　ところが、一般に、セパレータは変形しにくい耐熱合金より構成されているため、ここ
に直接燃料電極を接触させた状態では、単セルの反り，及び各表面の凹凸により、実効的
な接触面積があまり大きくならない。このため、電気伝導度が十分に大きく変形しやすい
集電体層を挿設することで、セパレータと燃料極との間の接続抵抗を低減させるようにし
ている。
【００３２】
　このような従来技術に対し、本実施の形態の固体酸化物形燃料電池では、上述した集電
体層より変形しやすく、かつ、集電体より密度の高い状態の電気伝導性粉体層１０６を用
いるようにしたので、従来に比較して、さらに良好な電気的接続が得られるようになる。
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【００３３】
　本実施の形態における電気伝導性粉体層１０６は、例えば、Ｆｅ，Ｎｉ，Ｃｕ，Ａｇ，
Ａｕ，及びＰｔなどの金属の粒子からなる粉体から構成されていればよい。これらの金属
の中で、Ａｕ，Ｐｔは、このペーストを焼成することで電気伝導性粉体層１０６とした場
合でも特性に変化が無く、電気伝導度が高く、特に良好な電気的接続が得られるが、高価
である。また、Ａｇは、融点が燃料電池の動作温度と近いため、長時間用いると粉体の焼
結が進行し、最終的にはガスの透過（流通）が妨げられる場合があり、適用させる固体酸
化物形燃料電池の動作温度を考慮して用いる必要がある。
【００３４】
　また、Ｃｕ，Ｆｅは、安価であるが酸化されやすいため、燃料極側の酸素分圧（酸素量
）高くなる状態では性能（高い電気伝導性）の維持が容易ではない。これに対し、Ｎｉは
、燃料極にも用いられており、電気伝導性粉体層１０６にはより理想的な材料である。し
かし、電気伝導性粉体層１０６を形成（製造）する段階で酸化されると、所望とする特性
が得られにくくなるため、固体酸化物形燃料電池として作製した後の処理に配慮が必要と
なる。なお、上述した金属の粒子の粒径は、例えば、０．１～５０μｍの範囲であればよ
い。ここで、粒径は、よく知られているレーザー回折散乱法による光強度分布パターンの
測定から得られた平均粒子径である。例えば、堀場製作所株式会社製レーザー回折／散乱
式粒度分布測定装置ＬＡ－９１０を用いることで、粒径の測定が可能である。
【００３５】
　また、本実施の形態における電気伝導性粉体層１０６は、上述した金属に限らず、電気
伝導性の金属酸化物の粒子からなる粉体から構成されていてもよい。例えば、基本的な組
成が（Ｓｒ1-xＬａx）ＴｉＯ3で示されるＴｉを含む金属酸化物は、還元性雰囲気におい
ても良好な電気伝導度を示し、電気伝導性粉体層１０６の材料として好適である。特に、
ｘ＝０．４とした（Ｓｒ0.6Ｌａ0.4）ＴｉＯ3の組成の金属酸化物は、固体酸化物形燃料
電池の動作温度（約８００℃）付近での電気伝導度が１０００Ｓ／ｃｍを越える良好な電
気的特性を備え、電気伝導性粉体層１０６の材料として好適である。
【００３６】
　なお、（Ｓｒ1-xＬａx）ＴｉＯ3で示されるＴｉを含む金属酸化物は、ｘが０に近くな
ると電気伝導度が小さくなり、実用上の電気伝導度が得られる範囲は、０．２≦ｘである
。また、（Ｓｒ1-xＬａx）ＴｉＯ3で示されるＴｉを含む金属酸化物は、ｘが０．５を越
えると、酸化雰囲気での構造の安定性が損なわれる。これらのことより、（Ｓｒ1-xＬａx

）ＴｉＯ3で示されるＴｉを含む金属酸化物を電気伝導性粉体層１０６に用いる場合、０
．２≦ｘ＜０．５、好ましくは０．２≦ｘ≦０．４とすればよい。
【００３７】
　ところで、（Ｓｒ1-xＬａx）ＴｉＯ3で示される金属酸化物は、熱膨張係数が単セルを
構成するＹＳＺやＮｉ－ＹＳＺなどと近いため、熱サイクルにおける劣化が抑制できると
いう特徴も備えている。この点からは、前述した金属の粉体を用いる場合より、好ましい
。
【００３８】
　また、Ｔｉを含む金属酸化物としては、（Ｓｒ1-xＬａx）ＴｉＯ3に限らず、例えば、
Ｓｒ（Ｔｉ1-yＭy）Ｏ3（Ｍは、Ｆｅ，Ｎｂ，Ｓｃ，及びＭｎ）で示されるものでもよい
。
【００３９】
　なお、電気伝導性粉体層１０６に適用可能な金属酸化物は、上述した材料に限るもので
はなく、電気伝導性を備える他の金属酸化物を用いるようにしても良い。ただし、電気伝
導性粉体層１０６は、還元性雰囲気で使用されるため、固体酸化物形燃料電池を長期にわ
たって動作させるという観点では、還元性雰囲気で構造的に安定な材料を用いた方がよい
。中でも、上述したＳｒなどの２価の元素を含むチタン酸化合物は、還元性雰囲気でも構
造的に安定して高い電気伝導度が維持されるので、電気伝導性粉体層１０６に用いる材料
として有望である。さらに、例えば、ランタンクロマイト系金属坂物を用いることも可能
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であるが、電気伝導度の点では、Ｔｉを含む金属酸化物の方が好適である。
【００４０】
　ここで、上述した金属酸化物の組成を示す化学式において、元素記号の右下に付けてい
る数字（１の場合は記載しない）は、元素の数を示すものであるが、これは、化学量論組
成のときの状態を示しており、実際の化合物では、この数字で示す組成からある程度ずれ
たものも存在することは、言うまでもない。
【００４１】
　次に、本実施の形態における固体酸化物形燃料電池の製造方法例について簡単に説明す
る。まず、Ｎｉ－ＹＳＺよりなる板状の燃料極１０２を用意し、この上に、ＳＡＳＺより
なる板状の電解質層１０３を載置し、この上に、ＬＳＭの焼結体から構成された板状（円
盤）の空気極１０４を載置し、これらで単セルが構成された状態とする。
【００４２】
　次に、平均粒径１～３μｍの（Ｓｒ0.6Ｌａ0.4）ＴｉＯ3の粉体（金属酸化物粉体）を
テルピネオールやテレピン油などの有機溶媒に混合して分散させ、金属酸化物ペーストを
作製する。粉体と有機溶媒との割合は、例えば重量比で８：２とすればよい。次いで、作
製した金属酸化物ペーストを、形成した各々の単セルの燃料極１０２の上に塗布し、燃料
極１０２の上に金属酸化物ペースト層が形成された状態とする。
【００４３】
　次に、１段目のセパレータ１０１の上に上述した１つの単セルが載置された状態とする
。このとき、下端のセパレータ１０１の燃料ガス流路が形成されている面に、集電体層１
０５が配置された状態とし、この上に、金属酸化物ペースト層が形成された単セルの燃料
極１０２が配置された状態とする。
【００４４】
　次に、空気極１０４の上に、酸化剤ガス流路が形成されている面が当接するように、次
の２段目のセパレータ１０１が載置された状態とする。次いで、２段目のセパレータ１０
１の燃料ガス流路が形成されている面の上に、集電体層１０５が配置された状態とし、こ
の上に、前述同様に次の単セルが積層された状態とする。
【００４５】
　上述したように複数のセパレータ及び単セルを積層した状態で、まず、最上段のセパレ
ータ１０１の上から下端のセパレータ１０１にかけて荷重を加え、各単セルに圧力が加わ
った状態とする。この状態で、固体酸化物形燃料電池を所定の電気炉内部に配置し、固体
酸化物形燃料電池を例えば８００℃にまで加熱する。次いで、燃料ガス供給系のマニホー
ルド２０２及び燃料ガス供給配管２０２を経由して燃料極１０２の側に水素を供給し、酸
化ガス供給系のマニホールド２０５及び酸化剤ガス供給配管２０６を経由して空気極１０
４の側に空気を供給すれば、発電状態とすることができる。また、上述した加熱により、
金属酸化物ペースト層は加熱され、金属酸化物ペースト層の分散媒体が除去されると共に
、金属酸化物粉体が焼結され、本実施の形態における電気伝導性粉体層１０６が形成され
た状態が得られる。
【００４６】
　上述した電気伝導性粉体層１０６は、用いる材料，単セルの反り，セパレータ１０１の
表面凹凸，及び燃料極１０２の表面凹凸の状態に応じ、適宜最適な厚さに形成する。また
、電気伝導性粉体層１０６を構成する粉体の粒径は、電気伝導性粉体層１０６を用いて作
製した固体酸化物形燃料電池の発電特性を測定し、この結果が最も良い状態となるように
、適宜設定して用いればよい。
【００４７】
　なお、上述では、接続層を、集電体層１０５及び電気伝導性粉体層１０６の積層（多層
）構造体としたが、これに限るものではなく、例えば、集電体層１０５を用いず、電気伝
導性粉体層１０６のみで接続層としても良い。また、セパレータ１０１の側に集電体層１
０５を配置し、燃料極１０２の側に電気伝導性粉体層１０６を配置して接続層としたが、
これに限るものではなく、燃料極１０２の側に集電体層１０５を配置し、セパレータ１０
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成している電気導電性を備えた粉体が、メッシュ状の集電体層１０５の開口内に進入して
いても良い。また、電気伝導性粉体層は、金属の粉体と電気伝導性の金属酸化物の粉体と
が混合されたものであっても良い。
【００４８】
　また、前述した製造方法の説明では、金属酸化物ペースト層を燃料極１０２の側に形成
したが、これに限るものではなく、セパレータ１０１の側に形成しても良い。本実施の形
態の固体酸化物形燃料電池の製造方法としては、上記金属酸化物ペーストを、単セルの燃
料極１０２及びセパレータ１０１のいずれか一方に塗布して金属酸化物ペースト層を形成
し、金属酸化物ペースト層を介して燃料極及びセパレータとが対向するように単セル及び
セパレータを積層し、積層された単セル，金属酸化物ペースト層，及びセパレータ１０１
を加熱して金属酸化物ペースト層を焼結させて電気伝導性粉体層１０６が形成され、燃料
極とセパレータとが電気伝導性粉体層１０６を介して接続された状態とすればよい。
【００４９】
　また、上述では、金属からなるセパレータの場合を例にしたが、金属酸化物から構成さ
れたセパレータをなど、導電性材料から構成されたセパレータを用いる場合であれば、本
発明が適用できることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明は、複数の単セルをスタック（積層）している固体酸化物形燃料電池に好適であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施の形態における固体酸化物形燃料電池の構成を示す断面図である。
【図２】本発明の実施の形態における固体酸化物形燃料電池の構成を示す構成図である。
【図３】単セルの構成例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００５２】
　１０１…セパレータ、１０１ａ…燃料ガス流路、１０２…燃料極、１０３…電解質層、
１０４…空気極、１０５…集電体層、１０６…電気伝導性粉体層。
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